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各委員からの主な質疑

決算審査特別委員会報告

令和２年度 各会計決算を「認定」
令和２年度の一般会計、５つの特別会計、水道事業会計の決算について、８名の委員で構成される
決算審査特別委員会にて審査を行いました。

本特別委員会に付託され
た以下の７つについて審
査を行いました。

認定第１号
一般会計歳入歳出決算認定
について

認定第２号
国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第３号
後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第４号
介護保険サービス事業特別
会計歳入歳出決算認定について

認定第５号
公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第６号
地方卸売市場事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第７号
水道事業会計決算認定について

※上記の「令和２年度虻田
　郡倶知安町」の表記は省略

昨年度の予算執行状況等を踏まえ、今年度の事業執行についても議論がされました。

　決算審査特別委員会は定例会初日の9月6日に設置され、委員長に木村
委員、副委員長に小川委員を選出し、9月7日から8日の2日間で開催され、
昨年度に行われた事業や予算執行状況について多岐にわたって審査が行わ
れました。

坂井　美穂 委員　　森　　禎樹 委員　　原田　芳男 委員

佐藤　英俊 委員　　小川　不朽 委員　　田中　義人 委員

木村　聖子 委員　　鈴木　保昭 委員　　　　　（計８名）

質 疑
　昨年度の決算の中で、4億7,400万円と財政調整
の基金が積み上がっているが、原資とこの基金の
現状は。

応 答
　原資としては、コロナ禍による旅費を含めた予
算の執行残が非常に多くなったことにより積み上
がった。年度末で約9億円の残高となっている。

質 疑
　くっちゃん子応援基金3,000万円の内訳は。

応 答
　対象者が児童手当の受給者で該当者は1,937人。
児童手当受給者については1万円、それ以外につい
ては2万円の単価で支給し、合計で3,041万円とな
っている。

決算審査特別委員会の委員構成
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＜原田議員より決算認定への反対討論＞

令和2年度 倶知安町一般会計決算認定

　新型コロナウイルスの対応に追われた一年であ
ったが、緊急事態宣言でやむなく休業した方への
補償問題など、住民の暮らしをどのように考えて
いるのか。住民の暮らしやすい町はどのような町
かをじっくり考えることを求め、反対討論とする。

令和2年度 倶知安町水道事業会計決算認定

　これまで、私はひらふ地区への上水道拡張計画
についても事業計画の妥当性の検証が必要だと指
摘をしてきた。
　独りよがりで一方的な押しつけでは町民の理解
は得られないことを強く指摘し、反対討論とする。

（国民健康保険・後期高齢者医療事業特別会計にも反対討論）

＜鈴木議員より決算認定への賛成討論＞

令和2年度 倶知安町水道事業会計決算認定

　倶知安町の自慢である水を守るため、水道課の
職員は各種努力をして水道料金もそれなりに抑え、
良好な水を提供していることに対して敬意を表す
るところ。
　しかし、4号・5号井戸の掘削に掛かった失敗や
72億円にも及ぶひらふ地区への水道の布設など今
後のことを考えると、もう少し内部で精査をして
頂きたい。水道課職員の努力によって72億円も大
分減額の方向に進んでいると聞く。
皆さんの努力に対して、賛成の立場
で討論とする。

質 疑
　定住化促進のための住宅改良補助金の内容と実
績、また本町へ転入してきた方が対象となるもの
なのか。

応 答
　内容としては既存住宅の雪問題解消となる工事
を行うものに助成するもので、令和2年度の実績
としては17名となっている。
　また、基本的な考えとしては、本町に住んでい
る方にさらに長く住んでいただくということでの
定住化という表現を使わせていただいている。

質 疑
　北海道新幹線の負担金9,500万円の内訳は。

応 答
　倶知安町の施工部分、該当事業費の確定額は28
億5,400万円が昨年度執行されている。3分の1が
北海道の負担額で9億5,100万円、このうち町の負
担が10分の1なので9,515万円の執行額となる。

質 疑
　今後、町の公共施設の更新は非常に大きな課題
である。どうやって歳入を増やしていくかが、こ
の町にとって非常に大きな課題と考えるが、町と
してどのように考えているのか。

応 答
　数年前から導入した宿泊税については、ある程
度「観光」という部分において非常に有効なもの
と考えているが、目的のないところで使える財源
については引き続き調査・研究をしながら、早期
に導入できるものを見つけていきたい。

決算認定への賛成・反対討論

　定例会最終日の9月16日には、木村決算審査特別委員長より付託され
た全ての認定議案を「認定」すると委員長報告がされた後、2名の議員
より決算認定への賛成・反対討論が行われました。

木村決算審査特別委員長の進行のもと、9月8日の正午に閉会しました。

3



町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和３年８月から令和３年１０月までに開催された定例会（第３回）・臨時会（第５回・第６回）
で審議された内容について、関心が高いと思われるものをいくつか報告します。

 一般会計補正予算（第６号）を可決

　今回の主な補正の内容は、国からの新型コロナウイルスワクチン接種対策
に伴う補助金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、ふるさ
と応援寄附金および企業版ふるさと応援寄附金を活用した事業を行うために
補正が必要となったためです。
　なお、補正予算全体で3億112万円を可決しました。

（歳　入）
・ふるさと応援寄附金・・・・・・・・・・・・・・・・・（１億円）

・企業版ふるさと応援寄附金・・・・・・・・・・・・（３００万円）

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（２，１７０万円）

・新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金・・（６９５万円）

（歳　出）
・ふるさと寄附金業務委託料・・・・・・・・・・（５，５３６万円）

・倶知安町持続化支援金・・・・・・・・・・・・（２，５００万円）

・新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料・・・・（６９５万円）

・プレミアム商品券発行事業補助金・・・・・・・・・（５００万円）

・旧東陵中学校体育館改修工事実施設計業務委託料・・（３３２万円）

・時短要請対象飲食店等協力金・・・・・・・・・・・（２５０万円）

陳情第７号
「倶知安町教育委員会
による(中略)の対応に
関する陳情書」

前回より継続審査となっ
ていた上記の陳情は、定
例会初日に委員長報告の
とおり、「一部採択」と
なりました。

７件の意見書を可決

国土強靱化に資する道路の整
備等に関する意見書

コロナ禍による厳しい財政状
況に対処し地方税財源の充実
を求める意見書

豪雪地帯対策特別措置法の改
正等に関する意見書

義務教育の機会均等の確保と
教育予算の確保・拡充を求め
る意見書

コロナ禍における農畜産物の
消費拡大及び高温・干ばつに
よる農作物被害対策を求める
意見書

オンライン本会議の実現に必
要となる地方自治法改正を求
める意見書

出産育児一時金の増額を求め
る意見書

 第３回 定例会（令和３年９月６日から９月１６日まで開催）

　この議案は「利便性の向上」や「安全・安心」な国際リゾート地としての
基盤を強化することを目的に、令和4年10月1日より実施が予定されている
住居表示に関するものとなります。
　本町における住居表示を実施する区域の範囲（合計212.44ha）が示され、
住居表示の方法は「街区方式」によるものであると提案説明がされた後、
議案は可決されました。
※住居表示の方式は「街区方式」と「道路方式」の二種類

「住居表示」を実施するエリアと方法が決定しました

4



　定例会最終日、町長より教育委員会委員1名の任命、固定資産評価審査委員会
委員3名を選任したい旨の提案説明を受け、全て同意しました。

教育委員会委員
ほんま 　　 たまみ

本間　珠美 さん

固定資産評価審査委員会委員
なかたに　 しんいち

中谷　慎一 さん
みしま　　 きよし

三島　喜吉 さん
さいとう      みきお

齋藤　幹雄 さん

 教育委員会委員・固定資産評価審査委員会委員

２件の懲罰動議を可決しました

＜議員 冨田 竜海 君に対する懲罰動議＞

発議者：鈴木 保昭 議員／門田　淳 議員

理由：一般質問通告における特定議員の侮辱につ
いて令和3年9月定例町議会の一般質問通告番号26
番において「同僚議員より(中略)なんらかの事情
を抱えた方々の人権を無視したと思われる質問が
なされた。」「典型的なワクチンハラスメント」
など、特定議員を侮辱するものである。
　本来の「一般質問」とは町村の行財政全般にわ
たって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものであると定義されていることから、
逸脱した表現の記載と判断する。
　よって、地方自治法第133条により、冨田竜海
議員に対し、同法135条第1項第2号の規定に基づ
き、公開の議場における陳謝を求める。

＜議員 冨田 竜海 君に対する懲罰動議＞

発議者：古谷 眞司 議員／作井 繁樹 議員

理由：議決無視による議会運営の秩序を乱した為
　令和3年9月15日の定例町議会における懲罰委員
会報告の際、起立多数で議決された公開の議場に
おける陳謝を求めたにもかかわらず朗読を拒否し
たことは議決無視である。議会運営の秩序を乱し、
混乱を招いたことは明らかである。
　よって、地方自治法第133条により、冨田竜海
議員に対し、同法135条第1項第3号の規定に基づ
き、一定期間の出席停止を求める。

　本件について、懲罰特別委員会に付託し、審査が
行われました。
　審査の結果、懲罰を科すべきものと決定し、公開
の議場における陳謝とし、本会議において賛成多数
で可決されました。

　本件について、懲罰特別委員会に付託し、審査が
行われました。
　審査の結果、全会一致により懲罰を科すべきもの
と決定し、2日間の出席停止が科せられました。

１件の決議を可決しました

＜森下義照議員に対する監査委員辞職勧告決議＞
提出者：原田 芳男 議員／笠原 啓仁 議員
　2019年6月7日に開催された本町議会の「会派
代表者及び無会派会議」(以下「代表者会議」)にお
いて、議会選出の監査委員の人選と任期について
「任期4年のうち、前半の2年を森下議員が、後半
の2年を原田議員がその職に当たる」という「議長
折衷案」が賛成多数で決定・確認された。(一部略)
　前半2年の任期終了は今年6月である。しかし、
その任期を3カ月過ぎた現在もなお、森下議員は
監査の職に居座り続けている。自らが所属する会
派をはじめ、「代表者会議」、議長、原田議員から

の辞職要請を頑なに拒否し続けている。これは明
らかに2年前の「代表者会議」の決定・確認事項
違反であり、本町議会にとっては有史以来の異常
事態である。(中略)本町議会として到底、看過する
ことはできない。
　よって、森下議員は2年前の「代表者会議」での
決定・確認事項を即刻履行し、監査委員を辞職する
よう勧告する。
　以上、決議する。
　令和3年9月16日　北海道虻田郡倶知安町議会

　本件について、鈴木議員より反対討論、佐藤議員
より賛成討論がなされました。
　採決の結果、議長と当該議員を除いた賛成者8名・
反対者4名・欠席者2名により賛成多数で可決されま
した。
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　多様なハラスメントの理解に向けて、本町議会主催に
よる人権に関する研修会の一環として、令和3年9月27日
に「ようてい法律事務所 渡邉弁護士」を講師にハラスメ
ント研修会を開催しました。
　本研修会では、議員のみならず町職員の方々にも参加
をしていただき、多様なハラスメントの実態について理
解を深める機会となりました。
　なお、全国の各自治体では独自のハラスメント条例を
制定している実態があり、本町議会としても条例制定の
必要性も含め、引き続き会議規則などの見直しについて
も議論を深めて参ります。

陳情第９号

公衆浴場設備による町民
の健康増進と「至福の
確保」に関する陳情書

厚生文教常任委員会へ付
託となり閉会中の継続審
査となりました。

　一般会計補正予算（第５号）を可決

　今回の主な補正の内容は、①国からの新型コロナウイルスワクチン接種体
制確保に伴う補助金を使用して本町のワクチン接種コールセンター業務委託
を行う②文化福祉センター温水ボイラー取替工事が必要となったためです。
　なお、補正予算全体で1,485万円を可決しました。

 　一般会計補正予算（第７号）を可決

　今回の主な補正の内容は、町道路線数の増加と今シーズンの除排雪に伴う
人件費単価の増加により補正が必要となったためです。
　なお、補正予算全体で3,892万円を可決しました。

（歳　出）

　・除雪業務委託料・・・・・・・・・・・（１，１９２万円）

　・排雪業務委託料・・・・・・・・・・・・・（２００万円）

（歳　入）

　・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費臨時補助金・・（４４０万円）

　・前年度繰越金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１，０４５万円）
（歳　出）
　・新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター業務委託料・・（４４０万円）
　・文化福祉センター温水ボイラー取替工事・・・・・・・・・（１，０４５万円）

第５回 臨時会（令和３年８月２０日 開催）

第６回 臨時会（令和３年１０月２０日 開催）
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本町の負担金額２２億７，１１６万円、町村負担軽減の模索を
国や道の交付金活用など、自治体の負担軽減に努める
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本
年
11
月
に
入
札
と
聞
い
て
い
る
が
、
不
足
額

　

は
生
じ
な
い
の
か
。

⑥
北
海
道
の
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
。
国
や
道
の

　

補
助
金
要
望
は
し
な
い
の
か
。
協
定
書
の
２
項

　

の
中
に
、
町
村
の
負
担
金
額
は
整
備
費
用
実
績

　

額
か
ら
補
助
金
を
除
い
た
額
と
す
る
と
書
か
れ

　

て
い
る
。
補
助
金
が
入
る
と
町
村
負
担
も
減
額

　

さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

⑦
厚
生
病
院
内
の
保
育
所
を
２
年
程
度
、
保
健
福

　

祉
会
館
へ
間
借
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
身
勝

　

手
な
話
だ
と
考
え
る
。
厚
生
病
院
と
い
う
の
は

　

町
民
の
側
に
立
っ
て
い
る
病
院
と
考
え
る
。

②
現
在
は
19
の
診
療
科
で
運
営
し
て
い
る
。
今
回
の

　

改
築
整
備
後
の
診
療
体
制
に
つい
て
も
19
の
診
療

　

科
数
に
つい
て
変
更
は
な
い
。
ま
た
、
ベッ
ド
数
は

　

現
在
の
２
３
４
床
か
ら
整
備
が
終
わ
る
と
１
９
９

　

床
に
な
り
、
35
床
減
と
な
る
。
内
訳
は
地
域
包

　

括
ケ
ア
１
５
７
床
、精
神
40
床
、伝
染
２
床
と
な
っ

　

て
い
る
。

③
協
定
書
に
お
け
る
各
町
村
の
負
担
金
額
は
、
倶
知

　

安
町
22
億
７
１
１
６
万
５
千
円
、
蘭
越
町
１
億

　

９
８
１
２
万
６
千
円
、ニ
セ
コ
町
２
億
１
８
３
３
万

　

７
千
円
、
真
狩
村
６
６
２
６
万
４
千
円
、
留
寿
都

　

村
４
２
４
０
万
８
千
円
、
京
極
町
１
億
２
３
９
１

　

万
２
千
円
、
島
牧
村
１
０
９
３
万
２
千
円
、
寿
都

　

町
１
６
５
６
万
５
千
円
、
黒
松
内
町
２
８
１
６
万

　

１
千
円
、
共
和
町
及
び
岩
内
町
は
１
億
１
６
６
２

　

万
３
千
円
、
泊
村
１
６
５
６
万
５
千
円
、
神
恵
内

　

村
９
９
４
万
円
と
な
って
い
る
。（
構
成
14
町
村
）

④
負
担
金
に
該
当
す
る
。要
綱
の
制
定
に
つい
て
は
、

　

第
２
期
整
備
推
進
協
議
会
で
協
定
書
を
締
結
し

　

て
お
り
、
こ
の
中
で
負
担
金
額
等
に
つい
て
規
定
し

　

て
い
る
た
め
、
改
め
て
要
綱
を
定
め
て
い
な
い
。

⑤
９
月
10
日
に
倶
知
安
厚
生
病
院
第
２
期
整
備
推

　

進
協
議
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
交
わ
し
て

　
い
る
協
定
書
に
お
け
る
負
担
額
を
超
え
る
こ
と
の

　

な
い
よ
う
最
大
限
努
め
て
い
く
こ
と
を
再
度
確
認

　

し
、
改
め
て
会
長
で
あ
る
私
か
ら
も
そ
の
会
議
の

　

中
で
厚
生
連
に
席
上
要
請
し
た
と
こ
ろ
。

⑥
北
海
道
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
、
国

　

の
医
療
提
供
体
制
施
設
整
備
交
付
金
な
ど
の
活

　

用
を
現
在
予
定
し
て
い
る
。
引
き
続
き
自
治
体
の

　

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

⑦
７
月
28
日
に
北
海
道
厚
生
連
か
ら
本
町
施
設
の

　

借
用
に
つい
て
要
請
文
を
受
理
し
て
い
る
。
可
能

　

な
の
か
の
確
認
作
業
な
ど
期
間
も
含
め
て
協
議

　

交
渉
を
す
る
と
い
う
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

鈴木　保昭　議員

問

町長

①
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
等

　
で
議
会
の
皆
様
に
も
詳
細
な
設
計
の
計
画
図
面
等
、

　

説
明
が
足
り
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
丁
寧
さ

　

が
不
足
し
て
お
り
、大
変
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

町
長

答

町
長

答
①
引
き
続
き
活
動
を
展
開
し
、今
日
に
至
って
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
関
係
各
位
と
連
携
し
な
が
ら
、

　

招
致
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

②
今
後
、
札
幌
市
が
開
催
都
市
に
決
定
し
た
場
合

　

に
は
、
必
要
に
応
じ
て
協
力
協
定
等
を
締
結
す
る

　

可
能
性
が
あ
る
。

２
０
３
０
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　

①
前
町
長
と
同
じ
く
誘
致
運
動
を
引
き
続

　
　
　
　

き
展
開
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

②
札
幌
市
と
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
力
に
関
す
る
協

　

定
書
の
有
無
、
そ
れ
に
属
す
る
も
の
が
あ
る
か
。

問

町
長

答
　

ホ
テ
ル
よ
う
て
い
さ
ん
に
実
は
こ
っ
そ
り
行
っ
て
お

話
を
聞
い
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
下
さ
っ
た

こ
と
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

　

日
頃
の
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
施
設

は
魅
力
的
な
要
素
。
私
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
含
め

て
今
後
頑
張
って
ま
い
り
た
い
。

倶
知
安
に
お
風
呂
が
な
い

　
　
　

も
う
半
年
も
前
か
ら
ホ
テ
ル
よ
う
て
い
閉

　
　
　

館
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。
長
年
、
倶

知
安
の
手
軽
に
入
れ
る
温
泉
と
し
て
町
民
は
年

間
３
万
５
千
人
、
宿
泊
５
千
人
以
上
の
温
泉
利
用

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

昔
は
銭
湯
が
数
件
あ
り
、
一
番
最
後
に
残
っ
て

い
た
の
が
東
湯
さ
ん
で
し
た
。
町
か
ら
も
助
成

を
し
て
長
年
に
わ
た
り
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

不
幸
に
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
風
呂
も
壊
れ
、

風
呂
難
民
が
大
勢
い
る
。
今
後
、
明
日
の
町
民

の
衛
生
状
態
を
ど
う
考
え
る
の
か
。「
即
断
即
決
」

町
民
も
役
場
職
員
も
求
め
て
い
る
。

問
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町長
本町の公共施設、事故なく安心・安全な維持管理を

教育委員会とも協議を重ね、維持管理に努める

古谷　眞司　議員

　
　
　

本
町
の
公
共
施
設
に
は
町
民
が
日
常
頻
繁

　
　
　

に
利
用
す
る
施
設
が
多
く
、
加
え
て
災
害

時
の
避
難
所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
施
設
を
い
つ
で
も
事
故
無
く
安
心
・

安
全
に
維
持
す
る
こ
と
は
、
町
民
に
と
っ
て
と

て
も
大
切
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
町
に
は
耐
久
年
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
、

ま
た
は
か
な
り
老
朽
化
が
進
ん
だ
施
設
を
日
常

で
町
民
が
利
用
し
て
お
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
更
新
等
の
早
急
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
、
町
長
・
教
育
長
に
伺
う
。

①
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
・

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
・
保
健
福
祉
会
館
の
利
用
事

　

業
の
再
編
ま
た
は
更
新
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
老
人
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
（
１
９
６
４
年
）
、
羊

　

蹄
山
ろ
く
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
１
９
６
９
年
）

　

と
築
年
数
が
60
年
近
く
と
な
っ
て
お
り
、
更
新

　

が
急
が
れ
る
。

③
小
中
学
校
の
再
編
・
更
新
並
び
に
総
合
体
育
館

　

の
更
新
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

④
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
ジ
ャ
ン
プ
台
の
倒
壊
危
険
度

　

と
撤
去
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問

町
長

答
①
平
成
28
年
度
に
倶
知
安
町
公
共
施
設
等
総
合
管

　

理
計
画
を
策
定
し
、
保
有
す
る
公
共
施
設
等
の

　

状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
て
公
共
施
設
等
の
基

　

本
的
な
取
り
組
み
方
針
を
定
め
た
。

　
　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
社
会
教
育
施
設
の

　

個
別
施
設
計
画
を
令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
予

　

定
。予
算
化
へ
向
け
て
情
報
共
有
を
行
って
い
く
。

公
共
施
設
等
の
再
編
及
び
更
新

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

①
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
る
並
行
在
来

　

線
の
函
館
―
小
樽
間
に
つい
て
は
、
北
海
道
と
沿

　

線
市
町
村
で
構
成
す
る
北
海
道
新
幹
線
並
行
在

　

来
線
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道

　

に
よ
る
鉄
道
運
行
の
ほ
か
、
バ
ス
転
換
も
含
め
た

　

地
域
交
通
の
確
保
方
策
に
つい
て
検
討
を
行
う
。

　
　

跡
地
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
鉄
道
施
設
を
撤
去

　

す
る
な
ど
、
対
応
を
検
討
す
る
も
の
と
承
知
し

　

て
い
る
。

②
今
後
、
新
幹
線
倶
知
安
駅
や
倶
知
安
イ
ン
タ
ー
の

　

利
用
者
が
市
街
地
や
リ
ゾ
ー
ト
地
区
な
ど
と
円
滑

　

に
往
来
で
き
る
よ
う
、
倶
知
安
駅
及
び
倶
知
安

　

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
機
能
の
確
保
に
向
け
て
、

　

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
も
含
め
た
道
路
網
の

　

再
編
・
道
路
整
備
に
つい
て
関
係
機
関
と
の
協
議

　

を
も
と
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長

答
①
令
和
４
年
度
中
に
社
会
教
育
施
設
を
対
象
と
し
て

　

個
別
施
設
計
画
の
策
定
を
進
め
、
各
施
設
の
詳
細

　

な
状
況
を
把
握
し
、
今
後
の
維
持
管
理
に
関
す
る

　

考
え
方
や
具
体
的
な
対
策
等
に
つい
て
明
確
に

　

す
る
予
定
。

③
教
育
環
境
の
大
き
な
変
化
も
考
慮
す
る
と
改
め
て

　

基
本
計
画
の
見
直
し
を
図
る
必
要
性
が
生
じ
る
。

　

町
長
部
局
と
協
議
を
重
ね
、
小
学
校
の
再
編
を

　

図
って
ま
い
り
た
い
。

④
安
全
面
を
最
優
先
に
考
え
、
今
後
は
簡
易
耐
震

　

調
査
等
も
検
討
し
、
経
済
的
か
つ
効
率
的
な
撤

　

去
方
法
や
有
利
な
処
分
方
法
等
に
つい
て
検
討

　

す
る
。
危
険
の
な
い
よ
う
ジ
ャ
ン
プ
台
周
辺
の
見

　

回
り
等
を
行
い
、
維
持
管
理
の
強
化
に
努
め
る
。

　
　
　

北
海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
周
辺
整
備
推
進

　
　
　

委
員
会
が
今
年
の
春
に
設
置
さ
れ
、
議
論

の
真
っ
最
中
で
あ
る
。
ま
た
、
並
行
在
来
線
の
地

域
交
通
に
つ
い
て
も
令
和
４
年
の
早
い
時
期
に
は

方
向
性
を
示
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
今
定
例
会
の

行
政
報
告
に
も
あ
っ
た
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
並
行
在
来
線
が
廃
止
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
跡

　

地
は
ど
う
な
る
の
か
。

②
倶
知
安
駅
開
業
の
時
期
に
は
高
速
道
路
倶
知
安

　

イ
ン
タ
ー
の
開
業
も
予
定
。
交
通
の
流
れ
や

　

交
通
渋
滞
を
考
慮
す
る
と
、
新
た
に
駅
周
辺
か

　

ら
岩
尾
別
方
面
へ
の
バ
イ
パ
ス
道
路
の
新
設
も

　

必
要
で
は
な
い
か
。

問

　
　

保
健
福
祉
会
館
に
つい
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

　

会
が
入
所
し
、
さ
ら
に
は
健
診
や
健
康
教
室
に

　

多
く
の
町
民
が
利
用
す
る
た
め
、
定
期
的
な
点
検

　

や
修
繕
・
改
修
等
に
よ
り
良
好
な
状
態
で
長
く

　

使
い
続
け
る
た
め
の
維
持
管
理
を
進
め
る
。

②
老
人
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
に
つい
て
は
、
経
年
経
過

　

は
し
て
い
る
が
、
耐
力
度
測
定
等
を
行
い
必
要
に

　

応
じ
た
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　

羊
蹄
山
ろ
く
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つい
て
は
、

　

施
設
の
あ
り
方
に
つい
て
協
議
を
進
め
る
た
め
、

　

山
麓
の
町
村
長
会
議
の
場
な
ど
に
お
い
て
積
極
的

　

に
発
信
す
る
。

③
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

財
源
の
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、
財
政
シ
ミ
ュレ
ー

　

シ
ョン
を
参
考
に
適
切
に
進
め
て
い
く
。

④
撤
去
費
用
に
は
１
億
数
千
万
円
が
予
想
さ
れ
る
。

　

個
別
施
設
計
画
等
に
よ
り
危
険
度
や
撤
去
ス
ケ

　

ジ
ュー
ル
を
明
ら
か
に
す
る
検
討
を
進
め
る
。

町
長

答 北
海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
開
業

に
向
け
た
周
辺
整
備
に
つ
い
て
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町長
どのように経済を取り戻していくのか

切れ目なく適切なタイミングで支援を実施していく

門田　淳　議員

　
　
　

①
ど
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
前
の
町
へ
と
経
済

　
　
　
　

を
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
。

②
防
災
無
線
の
検
証
は
。

③
11
月
上
旬
に
終
了
を
予
定
し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
を
他
町
村
と
同
時
期
の
９
月
末
ま
で
に
接

　

種
を
完
了
す
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

④
濃
厚
接
触
者
へ
の
町
独
自
の
支
援
策
は
。

⑤
高
校
生
や
中
学
生
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副

　

反
応
の
対
応
策
は
。

問

町
長

答
①
本
町
経
済
を
支
え
る
地
元
事
業
者
を
直
接
的
に

　

支
援
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
上
で
消
費
喚
起
を
促

　

し
、
客
足
の
回
復
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
の
両
面
か

　

ら
取
り
組
む
こ
と
、
切
れ
目
な
く
適
切
な
タ
イ

　

ミ
ン
グ
で
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

②
緊
急
事
態
宣
言
が
９
月
30
日
ま
で
と
な
って
い
る

　

こ
と
か
ら
、
こ
の
解
除
を
め
ど
に
町
内
の
感
染
状

　

況
が
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
終
了

　

し
た
い
。

③
町
内
医
療
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
当

　

初
計
画
と
共
に
羊
蹄
山
麓
町
村
と
の
連
携
の
中
で

　

行
って
い
た
集
団
接
種
の
実
施
受
け
入
れ
数
を
増

　

加
す
る
接
種
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
準

　

備
な
ど
を
行
い
進
め
て
い
る
。

④
国
や
道
や
各
種
団
体
が
行
って
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

　

支
援
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
周
知
さ
せ
丁
寧
に

　

ご
案
内
し
て
い
る
。

⑤
中
学
校
・
高
校
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応

不
登
校
児
童
生
徒
や
障
が
い
児
童

生
徒
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
学

び
の
場
の
充
実
に
向
け
て

町
長

答
①
今
後
は
、
現
状
の
取
り
組
み
に
対
し
、
よ
り
完
成

　

度
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
取
り
組
み
状
況

　

に
つい
て
は
町
民
の
方
々
に
分
か
り
や
す
く
情
報

　
の
発
信
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
対
象
者
に
対
し

　

て
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
整
え
て
い
く
。

②
現
在
、
対
象
と
な
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
活
動
団
体

　

な
ど
は
な
い
が
、
今
後
、
そ
の
よ
う
な
団
体
等
が
発

　

足
し
た
場
合
は
、
国
な
ど
の
動
向
に
注
視
し
な

　

が
ら
団
体
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

④
教
育
委
員
会
や
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
不

　

登
校
児
童
生
徒
や
障
が
い
児
、
児
童
生
徒
を
中
心

　

と
し
た
学
び
の
場
の
充
実
に
つい
て
考
え
て
い
き
た

　
い
。

　
　
　

①
全
て
の
子
ど
も
達
が
自
立
を
目
指
せ
る

　
　
　
　

仕
組
み
づ
く
り
や
切
れ
目
の
な
い
支
援

　

を
整
え
、
安
定
し
た
就
労
に
繋
げ
る
べ
き
で
は
。

問
　

に
よ
り
学
校
を
休
む
場
合
は
、
通
常
の
欠
席
で
は

　

な
く
、
出
席
停
止
の
扱
い
と
な
る
。
副
反
応
に
つ

　
い
て
は
、
接
種
券
と
共
に
送
る
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

　

資
料
や
接
種
当
日
に
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

　

ど
で
周
知
し
て
お
り
、
不
安
な
症
状
等
に
つい
て

　

は
、
随
時
相
談
を
受
け
、
必
要
に
よ
り
医
師
への

　

相
談
を
勧
め
て
い
る
。

懸念される副反応について、相談窓口など周知徹底が必要

②
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や

　

活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
な
ど
へ
の
支
援
の
充

　

実
を
。

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
確
立
を
。

④
不
登
校
で
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
達
が
安
心

　

で
き
る
学
び
の
場
と
し
て
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　

を
設
置
す
る
こ
と
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

教
育
長

答
②
④
町
が
進
め
て
い
る
各
種
事
業
の
ほ
か
、
現
在
、
町
内

　
の
各
種
団
体
の
皆
様
方
が
進
め
て
い
る
活
動
を
教

　

育
委
員
会
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
支
援
し
発
展
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
併
せ
て
交
流
の
場
を
設
定

　

し
て
相
互
理
解
を
図
り
た
い
。

③
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
基
本
形
の
確
立
や
、
多
様
な

　

活
用
を
目
指
し
て
研
修
を
積
み
重
ね
て
い
る
状
況
。
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別荘等所有税、開発事業等緑化負担税などを基に新たな法定外税を
田中　義人　議員

　
　
　

上
水
道
の
整
備
、
新
幹
線
新
駅
周
辺
整
備
、

　
　
　

倶
知
安
厚
生
病
院
改
修
な
ど
、
多
く
の

投
資
的
経
費
捻
出
の
た
め
、
新
た
な
法
定
外
税

を
我
々
の
任
期
中
に
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

財
源
が
無
い
こ
と
を
理
由
に
、
こ
れ
以
上
多

く
の
課
題
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
は
２
０
３
０

年
に
向
け
て
大
き
な
足
か
せ
と
な
る
。
見
解
は
。

問

町
長

答
　

予
想
さ
れ
る
本
町
に
お
け
る
大
型
事
業
は
財
源

の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
って
い
る
。
納
税
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
整
備
も
か
な
り
前
進
し
て
お
り
、

遊
休
町
有
地
の
活
用
や
、
事
業
の
優
先
順
位
を
つ

け
る
な
ど
、無
駄
の
な
い
行
政
運
営
を
進
め
て
い
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
つい
て
は
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
（
見

え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
）、
新
た
な
法
定
外
税

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢

を
明
確
に
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

①
学
校
・
町
営
両
プ
ー
ル
の
複
合
が
基
本
方
針
だ

　

が
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
検
討
を
進
め
た
い
。

新
た
な
法
定
外
税
の
創
設
を

　
　

候
補
地
は
基
本
構
想
で
条
件
に
合
っ
た
２
～
３

　

カ
所
を
選
定
し
、
基
本
計
画
で
よ
り
具
体
的
な

　

方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

⑤
現
状
は
同
規
模
で
建
て
替
え
る
と
６
億
５
千
万
円

　

程
度
（
通
年
使
用
で
き
る
も
の
だ
と
７
億
４
千
万
円
）

　

で
、
補
助
メ
ニュー
や
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
財
政

　

的
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
手
法
を
検
討
す
る
。

　
（
前
回
の
議
会
の
答
弁
よ
り
）
今
後
12
カ
月
を

　

か
け
て
基
本
構
想
を
構
築
し
、
プ
ー
ル
完
成
ま
で

　

４
～
５
年
を
要
す
る
。

庁内にプロジェクトチームを立ち上げ、積極的に取り組んでいく

教
育
長

答
②
Ｐ
Ｔ
は
社
会
教
育
、
総
務
、
総
合
政
策
、
住
民

　

環
境
、
学
校
教
育
の
各
担
当
者
で
構
成
。
現
状

　
の
懸
念
事
項
や
仕
様
書
内
容
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

③
現
在
は
ホ
テ
ル
ニ
セ
コ
ア
ル
ペン
の
プ
ー
ル
を
お
借
り

　

し
て
い
る
。
倶
知
安
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
修
理
し

　

て
数
年
間
使
う
案
も
あ
っ
た
が
、
規
模
な
ど
の

　

関
係
で
不
可
能
と
判
断
し
て
い
る
。

町長

老朽化した公共施設の更新と複合化を

　
　
　

基
本
構
想
策
定
費
用
２
８
１
万
円
の
補
正

　
　
　

予
算
を
可
決
し
た
。
今
後
12
カ
月
か
け
て

基
本
構
想
を
策
定
し
、
プ
ー
ル
完
成
ま
で
４
～
５

年
を
要
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

①
学
校
プ
ー
ル
と
町
営
プ
ー
ル
の
複
合
で
は
な
く
、

　

町
営
温
泉
な
ど
と
の
複
合
施
設
に
す
る
べ
き
。

②
Ｐ
Ｔ
の
構
成
と
初
回
の
会
議
の
内
容
は
。

③
完
成
ま
で
の
間
の
代
替
プ
ー
ル
は
。

問町
営
プ
ー
ル
の
基
本
構
想
策
定
は

ど
う
進
め
る
か

④
基
本
理
念
と
候
補
地
に
つ
い
て
。

⑤
想
定
さ
れ
る
予
算
規
模
と
、
完
成
ま
で
の
ス
ケ

　

ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長

答

町
長

答①
学
校
・
町
営
両
プ
ー
ル
を
併
せ
て
複
合
的
と
は
捉

　

え
て
い
な
い
。
Ｐ
Ｔ
に
住
民
環
境
課
が
参
加
し
て

　
い
る
の
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
施
設

　

の
老
朽
化
も
あ
る
か
ら
。

　
　

し
か
し
、
無
尽
蔵
に
財
源
が
あ
る
わ
け
で
は
な

　
い
た
め
、
適
当
な
規
模
の
も
の
を
皆
さ
ん
で
共
有

　

し
て
い
く
。

町
長

答④
プ
ー
ル
施
設
の
必
要
な
機
能
、
整
備
手
法
や
事
業

　

方
式
の
検
討
、
付
随
す
る
複
合
的
な
機
能
の
検
討

　

を
行
う
。
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レ
ル
ヒ
公
園
の
ト
イ
レ
は
、
７
カ
所
全
て
が
通
常

の
便
座
と
な
っ
て
い
る
。
主
要
道
路
で
あ
る
国
道
５

号
線
に
面
し
、
大
型
バ
ス
も
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

も
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
暖
房
便
座
へ
の
交
換
と
い
う

も
の
は
観
光
振
興
の
面
か
ら
も
、
ま
た
、
温
か
く

来
町
者
を
お
迎
え
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
も
大
変

有
効
な
手
段
の一つ
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
と
考
え
て

い
る
の
で
、
設
置
に
向
け
て
手
立
て
を
行
っ
て
い
く
。

ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
た
い
。

利用者に少しでも快適な環境を提供すべき
観光振興の面からも手立てを行っていきたい

　
　
　

本
町
の
管
理
す
る
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い

　
　
　

る
多
く
の
ト
イ
レ
は
冬
期
間
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
が
、
レ
ル
ヒ
公
園
は
冬
期
間
も
閉
鎖
す

る
こ
と
な
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

町
民
の
方
か
ら
、
冬
期
間
開
設
し
て
い
る
ト

イ
レ
の
便
座
を
せ
め
て
暖
房
便
座
へ
の
交
換
は

出
来
な
い
も
の
か
と
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

利
用
者
に
少
し
で
も
快
適
な
環
境
を
提
供
す

る
意
味
か
ら
、
せ
め
て
暖
房
便
座
に
交
換
を
実

施
で
き
な
い
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町長

町
長

佐藤　英俊　議員

問答 通
年
使
用
の
公
園
ト
イ
レ
に
つ
い
て

用
す
る
規
則
で
運
用
し
て
い
る
と
答
弁
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

本
年
６
月
10
日
に
今
夏
初
め
て
の
食
中
毒
警

報
（
以
下
「
警
報
」
）
が
発
令
さ
れ
、
８
月
末
ま

で
に
48
時
間
８
回
、
72
時
間
３
回
、
96
時
間
２
回
、

１
２
０
時
間
１
回
、
合
計
14
回
の
警
報
が
発
令

さ
れ
て
い
る
。
食
中
毒
は
重
篤
な
場
合
、
命
の
危
険

　

佐
藤
議
員
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
防
災
行
政
無
線

の
使
用
に
つ
い
て
、
更
に
は
危
機
意
識
に
つ
い
て
ご
指

摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。

　

危
機
意
識
を
十
分
に
持
つ
こ
と
。
ま
た
、
防
災

行
政
無
線
の
使
用
を
は
じ
め
、
住
民
の
暮
ら
し
の

安
全
に
必
要
と
な
る
周
知
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
行

う
よ
う
、
前
例
に
拘
る
こ
と
な
く
緊
急
性
や
必
要

性
を
判
断
し
弾
力
的
に
運
用
す
る
よ
う
、
私
か
ら

担
当
課
に
指
示
し
た
と
こ
ろ
。

　

食
中
毒
警
報
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

柔
軟
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
防
災

行
政
無
線
の
活
用
に
つ
い
て
周
知
の
方
法
の一つ
と
し

て
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長

答

利用者に少しでも快適な環境の提供を求める

防
災
無
線
の
役
割
に
つ
い
て

　
　
　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
防

　
　
　

災
無
線
に
関
連
す
る
質
問
を
行
い
、
町
長

の
答
弁
は
広
報
事
項
の
伝
達
、
あ
る
い
は
国
・
道
・

そ
の
他
公
共
機
関
か
ら
の
周
知
事
項
の
伝
達
に
使

問

に
さ
ら
さ
れ
、
過
去
に
多
く
の
死
亡
事
例
も
あ
る
。

　

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
入
院
も
か
な
わ

な
い
状
況
は
容
易
に
推
測
で
き
、
そ
の
よ
う
な

背
景
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
町
一
般
家
庭
に
お
い

て
食
事
は
毎
日
調
理
が
行
わ
れ
、
保
存
・
提
供

に
注
意
喚
起
を
す
る
の
は
、
私
は
当
た
り
前
の

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
行
わ
れ

な
か
っ
た
の
か
。
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世代交流センターの改修を
旧東陵中体育館の活用方法も含め総合的に検討していきたい

小川　不朽　議員

　
　
　

１
９
９
４
年
の
総
合
体
育
館
オ
ー
プ
ン
に

　
　
　

伴
い
、
そ
れ
ま
で
の
体
育
館
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
が
交
流
で
き
る
よ
う
に
と
施
設
の

名
称
を
変
更
し
、
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
近
年
で
は
競
技
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
振
興
が
図
ら
れ
、
総
合
体
育
館
の
利
用

は
も
と
よ
り
、
町
内
小
学
校
４
校
の
体
育
館
で

の
夜
間
開
放
事
業
の
利
用
も
多
い
。

　

さ
ら
に
は
、
旧
東
陵
中
学
校
体
育
館
の
利
用

頻
度
も
非
常
に
高
い
状
況
に
あ
る
が
、
旧
東
陵

中
学
校
体
育
館
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
今
後
、

改
修
し
て
時
限
的
・
限
定
的
に
使
用
す
る
計
画

が
あ
る
と
今
定
例
議
会
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
を
図

る
べ
く
、
環
境
整
備
と
し
て
、
旧
体
育
館
で
あ
っ

た
現
在
の
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
施
設
を
改
修
し
、

さ
ら
に
幅
広
く
利
用
で
き
る
、
充
実
し
た
施
設

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

問

　
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
策
と
し
て
は
、

総
合
体
育
館
と
学
校
体
育
館
の
夜
間
開
放
事
業

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
週
１
回
以
上
利
用

す
る
団
体
を
体
育
施
設
利
用
団
体
と
し
て
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
や
施
設
利
用
の
啓
発
等
を
行
っ
て
き

て
い
る
。

　

少
年
団
や
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
、
職
場
単
位
や
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
、
各
種
多
様
な
方
々
が
使
用
し
て
お

り
、
今
年
度
上
期
ベ
ー
ス
で
は
、
総
合
体
育
館
と

学
校
開
放
を
合
わ
せ
た
32
の
団
体
が
利
用
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

　

旧
東
陵
中
学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

町
長
部
局
で
の
管
理
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は

室
内
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
に
複
数
の
団
体
の
利
用
が

あ
っ
た
。
旧
東
陵
中
体
育
館
が
再
び
利
用
可
能
な

状
態
に
整
備
さ
れ
れ
ば
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

一端
を
担
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
名
の
変

更
以
来
、
文
化
的
事
業
の
推
進
に
貴
重
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
が
、
既
に
築
50
年
を
経
過
し
て
い

る
。
体
育
館
本
来
の
役
割
を
終
え
て
か
ら
27
年
も

の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
建
物
を
再
び
体
育
施
設

と
し
て
改
修
す
る
の
は
、
正
直
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
町
営
プ
ー
ル
の

建
て
替
え
基
本
構
想
や
絵
本
館
の
移
転
、
そ
の
後

の
絵
本
館
の
あ
り
方
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
本
校
舎

と
分
離
し
、
改
修
す
る
旧
東
陵
中
体
育
館
の
活
用

方
法
も
含
め
、
体
育
施
設
の
充
実
や
世
代
交
流
セ

ン
タ
ー
機
能
の
存
続
等
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
検
討

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

旧東陵中学校体育館

　

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
体
育
館
施
設
の
有

効
活
用
策
と
し
て
、
施
設
名
を
変
更
し
、
町
民
の

世
代
間
交
流
を
進
め
る
こ
と
で
、
町
民
各
層
の
生

涯
学
習
及
び
社
会
教
育
に
資
す
る
と
い
う
目
的
で

設
置
・
運
用
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
利
用
と
し
て
は
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

等
の
不
定
期
な
イ
ベン
ト
や
総
合
文
化
祭
の
会
場
の

一
部
、
書
初
め
大
会
や
保
育
所
の
運
動
会
、
そ
し

て
今
年
度
に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
会
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

教
育
長

答

教育長

世代交流センター
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議
員
に
よ
る
自
治
体
職
員
へ
の
「
口
利
き
」

　
　
　

と
言
わ
れ
る
不
当
な
要
求
や
働
き
か
け
を

防
止
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
制
度
作
り
が
、
全

国
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
町
の
今
後
の
公
平
・
公
正
な
行
政
運
営
に

当
た
っ
て
、
防
止
に
向
け
た
制
度
の
導
入
が
必

要
だ
。
町
長
の
見
解
は
。

「『じゃがたく』運行」 力と知恵を出し合い良いものに
利用促進に向け、さらに周知を徹底する

笠原　啓仁　議員

町長

　
　
　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
じ
ゃ
が
た
く
」
の
実
証

　
　
　

運
行
が
始
ま
っ
た
。
郊
外
地
区
で
の
公
共

交
通
の
運
行
実
現
を
10
年
以
上
訴
え
続
け
て
き

た
者
の
一
人
と
し
て
、
実
証
運
行
の
実
施
を
嬉

し
く
思
う
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

①
関
係
住
民
へ
の
周
知
の
徹
底
に
つ
い
て

　

関
係
住
民
の
利
用
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、

周
知
の
徹
底
が
何
よ
り
も
重
要
だ
。
少
な
く
と
も

「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
態
だ
け
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

②
議
会
と
の
協
同
作
業
に
つ
い
て

　

誰
か
ら
も
喜
ば
れ
愛
さ
れ
る
「
じ
ゃ
が
た
く
」
に

す
る
た
め
に
は
、
役
場
（
担
当
職
員
）
だ
け
の
努

力
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。
郊
外
地
区
で
の
公
共

交
通
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
も
提
起
・

提
案
し
て
き
た
問
題
だ
。

　

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
議
会
も
全
面
的

に
協
力
で
き
る
と
思
う
。
「
じ
ゃ
が
た
く
」
の
本

格
運
行
に
向
け
た
議
会
と
の
協
同
作
業
に
つ
い

て
、
町
側
か
ら
何
か
具
体
的
な
提
案
は
あ
る
か
。

問

町
長

答
①
広
報
紙
７
月
号
で
は
、
公
共
交
通
の
特
集
記
事

　

を
掲
載
し
、９
月
号
で
は
「
じ
ゃ
が
た
く
って
何
」

　

と
銘
打
って
、
利
用
啓
発
を
図
って
き
た
。
対
象

　

地
域
の
住
民
に
対
し
て
は
、
町
内
会
を
通
じ
て
地

　

域
説
明
会
の
開
催
案
内
、「
じ
ゃ
が
た
く
」
の
パ

　
ン
フ
レ
ッ
ト
、
利
用
登
録
申
込
書
を
各
戸
に
配
布

　

し
、
８
月
５
日
・
10
日
・
11
日
の
３
日
間
で
、
そ

　

れ
ぞ
れ
対
象
と
な
る
地
域
で
説
明
会
を
開
催
し
、

　

周
知
し
て
き
た
。

　
　

ま
た
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
じ
ゃ
が
た
く
」

　

の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
で

『
役
場
職
員
へ
の
口
利
き
』

防
止
策
導
入
の
検
討
を

す
る
な
ど
、
毅
然
と
し
た
対
応
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
議
員
か
ら
の
要
求
に
限
ら
ず
、
各
種

団
体
や
住
民
な
ど
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
・
要

求
に
対
し
て
は
、
公
正
な
職
務
の
執
行
を
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
不
当
な
要
求
行
為
に
関

す
る
対
策
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

防
止
策
に
つ
い
て
は
、
町
長
提
案
ま
た
は
議
員

提
案
に
よ
る
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
よ
る
方
法

や
、
要
望
・
要
求
を
記
録
す
る
方
法
な
ど
が
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
議
会
と
も
十
分
議
論
し
た
上
で
、

こ
の
案
件
に
取
り
組
む
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

『
カ
ラ
ス
被
害
』

実
態
調
査
と
対
策
が
必
要
だ

問

問

　
　
　

カ
ラ
ス
被
害
に
つ
い
て
は
実
態
調
査
と
対
策

　
　
　

が
必
要
と
考
え
る
。
町
長
の
見
解
は
。

　

き
る
バ
ナ
ー
も
設
置
し
、
工
夫
し
て
い
る
。
さ
ら
に

　

問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
利
用
登
録
希
望
者
や
初
め

　

て
の
利
用
申
込
者
に
は
、
直
接
自
宅
へ
訪
問
し
て

　

実
証
運
行
の
周
知
と
利
用
方
法
の
説
明
も
実
施

　

し
て
い
る
。

　
　

今
後
に
つい
て
は
、
夏
の
実
証
運
行
終
了
後
に

　

利
用
登
録
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

な
ど
を
実
施
す
る
。
感
想
や
意
見
を
聞
き
、
改

　

善
点
を
整
理
し
た
上
で
冬
の
実
証
運
行
に
当
た
っ

　

て
、
事
前
に
地
域
説
明
会
を
再
び
開
催
す
る
。

　
　
い
ず
れ
に
し
て
も
「
知
ら
な
っ
た
」
と
い
う
の
が

　
一番
残
念
な
こ
と
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
更
な

　

る
周
知
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

②
夏
の
実
証
運
行
の
終
了
後
、
速
や
か
に
所
管
の

　

総
務
常
任
委
員
会
に
運
行
実
績
等
を
報
告
し
、

　

意
見
を
聞
く
。

　
　

議
員
に
お
い
て
は
、対
象
地
域
の
住
民
に「
じ
ゃ

　

が
た
く
」
の
利
用
に
つい
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

　
い
た
だ
き
た
い
。
ま
ず
は
そ
う
いっ
た
形
で
の
協
力

　

を
お
願
い
し
た
い
。

『
役
場
内
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』

対
策
は
講
じ
ら
れ
て
い
る
か

　

大
掛
か
り
な
実
態
調
査
は
考
え
て
い
な
い
が
、

ま
ず
は
町
内
会
・
自
治
会
や
関
係
団
体
な
ど
か
ら

聞
き
取
り
を
始
め
て
み
た
い
。

　

環
境
省
に
よ
る
自
治
体
向
け
の
対
策
マ
ニュ
ア
ル

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

町
長

答
　

職
員
は
、
不
当
な
要
求
な
ど
を
受
け
た
時
は
拒
否

町
長

答
①
平
成
31
年
４
月
１
日
付
で
倶
知
安
町
役
場
職
員

　

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す
る
規
程
を
施
行
。

②
町
と
議
会
が
十
分
な
議
論
を
重
ね
取
り
組
む
べ
き

　

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
　
　

①
役
場
内
で
の
防
止
策

　
　
　

②
議
員
に
よ
る
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

町
長

答
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
保
護
者
が
感
染

し
た
場
合
、
治
癒
す
る
ま
で
の
育
児
を
ど
う
す
る

か
は
大
変
大
き
な
心
配
事
だ
と
思
う
。
近
く
に
親

戚
な
ど
が
居
な
い
場
合
も
十
分
あ
り
得
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
管
轄
す

る
保
健
所
で
は
本
来
ホ
テ
ル
療
養
の
方
の
場
合
は

自
宅
療
養
に
切
り
替
え
て
子
ど
も
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
入
院

が
必
要
な
場
合
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
対
応
に
な
っ

て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
保
護
者
が
入
院

等
で
不
在
に
な
り
、
子
ど
も
の
面
倒
が
み
ら
れ
な
い

場
合
、
育
児
を
担
う
人
材
を
含
め
て
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
町
内
に
育
児
支
援

が
可
能
な
施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
児
童
相
談
所

で
の一時
保
護
な
ど
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。

町長
保護者がコロナ感染した場合の町の対応は

児童相談所での一時保護などの利用も考えられる

　
　
　

コ
ロ
ナ
が
な
か
な
か
収
束
せ
ず
、
現
在
は

　
　
　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
も
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
状
況
。

　

自
宅
療
養
中
に
死
亡
し
た
り
、
妊
娠
さ
れ
て

い
る
婦
人
が
搬
送
さ
れ
ず
流
産
す
る
な
ど
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
幼
い
子
ど
も
が
居
る
家
庭
で
親
が
コ

ロ
ナ
に
感
染
し
た
ら
、
子
ど
も
の
世
話
を
ど
う

す
る
か
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
、
予

め
町
と
し
て
相
談
窓
口
な
ど
の
対
応
を
決
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
の
本
町
の
取
り
組
み
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

原田　芳男　議員

町
長

問答

　
　
　

町
営
プ
ー
ル
の
老
朽
化
で
使
用
不
可
の
状

　
　
　

態
が
続
い
て
い
る
。
建
替
え
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
が
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。

　

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
東
小
学
校
、
倶
知
安
小

学
校
、
町
営
プ
ー
ル
と
不
具
合
が
出
る
と
廃
止

と
し
て
き
た
。
現
在
、
代
替
施
設
と
し
て
民
間

の
ホ
テ
ル
の
プ
ー
ル
を
借
り
て
い
る
が
、
今
後

も
引
き
続
き
利
用
で
き
る
の
か
。
倶
知
安
小
学

校
の
プ
ー
ル
は
修
理
不
可
能
な
の
か
。
明
確
な

答
弁
を
求
め
る
。

問

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー

不
調
に
つ
い
て

プ
ー
ル
は
い
つ
か
ら
使
え
る
の
か

　

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
基
本
構
想
の
予
算
を
議
決
い

た
だ
い
た
。
建
替
え
ま
で
最
低
で
も
４
年
か
ら
５

年
か
か
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
代
替
施

設
が
必
要
。
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
ニ
セ
コ
ア

ル
ペ
ン
か
ら
は
継
続
利
用
に
つ
い
て
前
向
き
な
回
答

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
倶
小
プ
ー
ル
の
修
繕
は
最
低

で
２
５
０
万
円
程
度
、
全
面
改
修
を
し
た
場
合
は

更
に
１
１
０
０
万
円
程
度
。
町
営
プ
ー
ル
基
本
構

想
か
ら
、修
繕
は
行
わ
ず
、代
替
施
設
を
利
用
す
る
。

教
育
長

答

子
育
て
と
コ
ロ
ナ

　

町
営
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
調
査
の
結
果
、
金
属
片

の
落
下
な
ど
老
朽
化
で
今
後
の
利
用
は
で
き
な
い

と
判
断
し
た
。

　

倶
知
安
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

の
大
雪
で
屋
根
が
破
損
し
た
こ
と
か
ら
使
用
休
止

と
な
っ
て
い
る
。
整
備
に
つ
い
て
は
現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
って
検
討
を
進
め
て
い
る
。
詳
細
に

つい
て
は
教
育
長
よ
り
答
弁
す
る
。

町
長

答

　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
が

　
　
　

不
調
に
な
り
、
交
換
の
補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
た
。
か
ね
て
か
ら
お
湯
が
ぬ
る
い
と
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
故
障
は
予
想
さ
れ
て

い
た
。

　

使
用
で
き
る
ま
で
２
カ
月
以
上
か
か
る
と
説

明
さ
れ
た
。
こ
の
お
風
呂
は
我
が
町
の
銭
湯
代

わ
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
２
カ
月
間
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
近
隣
町

村
の
ほ
と
ん
ど
に
あ
る
道
の
駅
や
町
営
温
泉
が

我
が
町
に
は
な
い
。
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
町
長
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
が
問
わ
れ
る
。

考
え
を
伺
う
。

問
　

該
当
ボ
イ
ラ
ー
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
認
識
し
て

い
た
が
、
管
理
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
、
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
修
理
期
間
中
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
暖
房
に
ガ
ス
湯
沸
か
し
器
を
設
置
し

て
対
応
す
る
。
入
浴
に
つ
い
て
は
民
間
施
設
に
協

力
を
お
願
い
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
利
用
者
68
名

に
つ
い
て
は
、
南
11
条
西
１
丁
目
に
あ
る
宿
泊
施
設

の
日
帰
り
入
浴
の
利
用
を
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
た
。

　

定
期
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
19
名
の
方
に
は
、

じ
ゃ
が
り
ん
号
の
無
料
券
と
時
刻
表
を
配
布
し
た
。

　

ま
た
、
道
の
駅
や
町
営
温
泉
に
つ
い
て
は
、
国
際

リ
ゾ
ー
ト
の
行
政
課
題
な
ど
に
着
実
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
優
先
的
事
業
と

し
て
の
位
置
付
け
に
な
って
い
な
い
。

町
長

答

14



いつまでも安心して暮らせる倶知安町へ
人生１００年時代をみすえた検討を続けていく

坂井　美穂　議員

　
　
　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

　
　
　
　

の
制
約
が
あ
る
中
、
介
護
予
防
、
フ

レ
イ
ル
対
策
を
ど
の
よ
う
に
工
夫
や
検
討
さ
れ

て
い
る
か
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
多
人
数
で
集
ま
る
こ
と
や
通
い
の

　

場
の
確
保
も
難
し
い
中
、
少
人
数
で
も
開
催
が

　

で
き
る
よ
う
な
出
前
講
座
と
し
て
の
介
護
予
防

　

教
室
や
体
操
教
室
に
つ
い
て
の
考
え
。

③
家
庭
で
の
介
護
の
担
い
手
が
多
様
化
し
て
い
る
。

　

介
護
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、
情
報
交
換
が
で
き
る

　

集
い
の
場
も
必
要
で
あ
る
が
、
本
町
で
の
取
り

　

組
み
。

④
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
の
検
証
は
ど
の
よ
う

　

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

問

町
長

答①
老
人
ク
ラ
ブ
や
寿
大
学
な
ど
の
健
康
教
育
の
場
や

　

町
の
広
報
紙
や
新
聞
折
り
込
み
、
チ
ラ
シ
等
の
周

　

知
の
場
に
お
い
て
啓
発
。

②
年
度
内
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る

　
一般
介
護
予
防
事
業
に
お
け
る
介
護
予
防
教
室
や
、

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
の

　

サ
ロ
ン
事
業
の
参
加
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防

　

教
室
に
お
い
て
、
介
護
予
防
体
操
を
含
め
た
フ
レ

　

イ
ル
予
防
に
繋
が
る
内
容
で
の
実
施
を
感
染
予
防

　

対
策
に
努
め
な
が
ら
予
定
し
て
い
る
。

③
昨
年
11
月
に
は
、
町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

が
実
施
し
た
家
族
介
護
者
の
集
い
を
講
演
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、
要
介
護
者
を
介
護
す
る
家
族
が

　

参
加
し
、
介
護
の
苦
労
を
分
か
ち
合
い
、
共
感

　

で
き
る
場
づ
く
り
と
し
て
、12
名
が
参
加
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
開
催
に
つい
て
は
未
定
と
な
って
い
る
。

④
本
町
と
し
て
は
、
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
な
い

　

範
囲
と
し
て
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
実
施
し
て

　

課
題
の
解
消
に
向
け
て
い
る
。

　
　

今
後
も
利
用
者
や
請
負
業
者
な
ど
か
ら
ご
意
見

　

を
し
っ
か
り
と
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
業
体
制
や

　

予
算
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
事
業
の
充
実
を

　

図
って
い
く
。

　

特
殊
詐
欺
被
害
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
便
乗
し
た
事
案
も
発
生

し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
消
費
者
に
迫
っ
て

き
て
い
る
。

　

防
犯
対
策
の
中
心
と
し
て
、
高
齢
者
の
被
害
が

多
い
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
等
の
ト
ラ
ブ
ル
防

止
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
積
極

的
に
情
報
発
信
を
行
う
と
共
に
、
こ
ま
め
な
声
掛

け
、
日
頃
の
連
絡
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
し
っ

か
り
と
啓
発
し
て
い
く
。

　

自
動
通
話
録
音
装
置
に
限
ら
ず
、
有
効
な
特
殊

詐
欺
防
止
対
策
や
啓
発
方
法
を
模
索
し
、
本
町
か

ら
一
人
も
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

　
　
　

介
護
者
で
あ
る
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
は
深
刻

　
　
　

で
あ
り
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
本
町
は
ど
の
よ
う
な
視
点
で
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

除
雪
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
関
し
て
は
、
ま
ず
利
用

さ
れ
て
い
る
方
の
声
を
し
っ
か
り
と
聴
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、

生
か
す
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

問

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
へ

町
長

答
　

ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
つ
い
て
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

調
査
し
進
め
て
い
き
た
い
。

　

除
雪
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
詳
細
な
デ
ー
タ
の
集
計
は

し
て
い
な
い
が
、
今
後
に
生
か
す
た
め
に
も
し
っ
か

り
検
証
し
、
住
民
に
良
か
っ
た
と
喜
ば
れ
る
よ
う
な

形
に
し
て
い
き
た
い
。

町長

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

倶
知
安
町
へ

　
　
　

特
殊
詐
欺
と
は
、
不
特
定
多
数
の
人
に
電

　
　
　

話
等
の
通
信
手
段
を
使
っ
て
対
面
な
し

で
金
品
を
だ
ま
し
取
る
総
称
で
あ
り
、
全
国
で

被
害
が
増
え
て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
自
動
通
話
録
音
装
置
を
貸
し
出

す
自
治
体
も
増
え
て
い
る
が
、
本
町
で
も
こ
の

よ
う
な
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、
町
民
を
守
る

た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
策
を
取
ら
れ
る
か

伺
う
。

問

町
長

答
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町長
本町でも 「すぐやる課」 を新設するべき

決して独りよがりになることなく組織、職場風土を構築していきたい

波方　真如　議員

　
　
　

１
９
６
９
年
に
千
葉
県
松
戸
市
の
市
役
所

　
　
　

に
で
き
た
「
す
ぐ
や
る
課
」
を
参
考
に
、

本
町
で
も
必
要
だ
と
考
え
、
町
長
に
伺
う
。

　

こ
の
町
の
現
状
を
考
え
る
と
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
課
題
が
積
み
重
な
り
、
さ
ら
に
最
近

で
は
管
理
不
足
が
原
因
で
町
営
プ
ー
ル
が
使
用

で
き
な
く
な
り
、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ

ラ
ー
の
故
障
な
ど
、
想
定
外
の
出
来
事
で
町
民

に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
が
現
状
。

　

す
ぐ
や
る
課
新
設
に
よ
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

初
動
対
応
の
迅
速
化
、
人
材
育
成
、
こ
れ
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
も
含
め
て
も
良
い
と
考

え
る
。
職
員
の
や
り
が
い
創
出
、
町
民
と
の
協
働
、

町
の
注
目
度
ア
ッ
プ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
何
で
も
や
る
課
と
の
誤
認
。

す
ぐ
や
る
課
は
何
で
も
や
る
わ
け
で
は
な
い
。

町
民
の
責
任
、
行
政
の
責
任
と
い
っ
た
こ
と
を

明
確
に
伝
え
て
い
く
作
業
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
町
の
目
指
す
姿
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
町
く
っ
ち
ゃ
ん
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
ど

う
し
て
も
必
要
な
機
構
改
革
に
な
る
と
考
え
、

町
長
に
伺
う
。

問

町
長

答
　

本
町
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
お
い

て
担
当
す
る
業
務
に
関
す
る
住
民
か
ら
の
要
望
が

あ
っ
た
時
に
は
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
フ
ル
に

生
か
し
な
が
ら
、
迅
速
な
対
応
に
日
々
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
。

　

そ
う
いっ
た
部
分
で
は
、
解
決
力
・
ス
ピ
ー
ド
力

と
いっ
た
面
で
は
、
今
の
体
制
と
い
う
も
の
も
か
な

り
優
れ
て
い
る
状
況
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
新
た

に
す
ぐ
や
る
課
と
い
う
部
署
を
設
け
る
と
い
う
の
も

な
か
な
か
今
後
の
検
討
課
題
に
な
る
と
思
う
が
、

こ
の
す
ぐ
や
る
課
で
の
趣
旨
だ
と
か
メ
リ
ッ
ト
だ
と

か
、
本
当
に
行
政
だ
け
で
は
な
く
て
町
民
に
与
え

る
も
の
と
い
う
も
の
も
大
変
重
要
だ
と
い
う
ふ
う
に

認
識
し
て
い
る
。

　

よ
り
工
夫
し
な
が
ら
、
そ
う
いっ
た
組
織
体
制
づ

く
り
と
い
う
も
の
を
や
っ
て
、
町
民
に
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
役
割
分
担
も
そ
こ
で
す
ぐ
見
出
せ
ら
れ
る

よ
う
な
形
に
も
って
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
だ
っ
た
の
で
、
本

　
　
　

町
の
防
災
に
つ
い
て
伺
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
防
災
訓
練
は
思
う
よ
う
に
で

き
て
い
な
い
中
だ
が
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｄ
ｏ

は
ぐ
や
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
な
ど
防
災
無

線
も
活
用
し
、
周
知
し
て
防
災
意
識
を
高
め
て

町
民
を
守
る
と
い
う
意
味
で
し
っ
か
り
と
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問防
災
に
つ
い
て

町
長

答
　

11
月
５
日
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
訓
練
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
町
民
・
職
員
も
含
め
て
、

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
も
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
いっ
た
本
当
に
日
頃
か
ら
災
害
に
対
し
て
の

意
識
や
行
動
の
訓
練
と
い
う
の
は
す
ご
く
重
要
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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地域おこし協力隊の制度を観光に限らず、もっと有効活用できないのか
本当に必要であれば、どんどんこの制度を活用するべき

森　禎樹　議員

　
　
　

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、
本
町

　
　
　
　

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

②
過
去
の
実
績
（
隊
員
数
・
活
動
内
容
・
定
住
者
数
）

③
現
在
、
活
動
内
容
を
観
光
に
限
定
し
て
い
る

　

理
由
は
。

④
今
後
の
方
針
は
。

問

町
長

答①
地
域
外
の
人
材
を
受
け
入
れ
、
各
種
の
地
域
協

　

力
活
動
を
積
極
的
に
行
って
も
ら
い
、
定
住
・
定

　

着
と
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

　

と
し
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
に
２
人
の
隊
員
を
任
命
し
て
い
る
。
活
動

　

内
容
は
観
光
分
野
の
業
務
と
な
って
い
る
。
１
人
目

　

は
定
住
に
至
って
い
な
い
。
２
人
目
は
現
在
２
年
目

　

の
活
動
中
と
な
って
い
る
。

③
隊
員
を
募
集
す
る
際
に
は
、
活
動
内
容
や
活
動

　

体
制
な
ど
を
十
分
想
定
・
検
討
し
、
受
入
れ
自

　

治
体
と
活
動
場
所
の
連
携
体
制
を
整
え
て
い
く

　

必
要
が
あ
る
。

　
　

今
回
の
募
集
に
つい
て
は
、
そ
れ
ら
の
体
制
が

　

整
っ
た
上
で
募
集
し
て
い
る
。

④
全
国
の
活
動
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
多
様
な

　

部
門
で
積
極
的
に
活
用
し
、
新
た
な
担
い
手
を

　

確
保
す
る
こ
と
で
、地
域
力
の
維
持・強
化
を
図
っ

　

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

お
い
て
８
戸
以
上
に
対
し
て
設
置
の
努
力
義
務
を

　

課
し
て
い
る
。
過
去
10
年
間
の
設
置
数
に
つい
て

　

は
、
平
成
23
年
度
が
４
８
９
基
、
以
降
増
加
を

　

続
け
令
和
２
年
度
で
は
６
５
１
基
と
な
って
い
る
。

⑤
平
成
23
年
度
に
は
１
億
６
３
８
２
万
円
で
し
た
が
、

　

令
和
２
年
度
に
は
２
億
７
６
１
２
万
円
と
１
億
円

　

を
超
え
る
増
加
と
な
って
い
る
。

⑥
ご
み
処
理
有
料
化
が
始
ま
っ
た
当
時
と
比
べ
る
と
、

　

分
別
・
資
源
化
が
格
段
に
進
み
、
処
理
形
態
が

　

大
き
く
変
わ
って
い
る
。
処
理
に
掛
か
る
経
費
に

　

お
い
て
も
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
上
で
、
資
源
化
を
含
め
た
ご
み
処
理
に
係

　

る
各
種
法
令
の
要
請
を
踏
ま
え
つつ
、
ご
み
処
理

　

経
費
の
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、

　

お
よ
そ
30
年
間
変
わ
って
い
な
い
処
理
手
数
料
に

　
つい
て
も
不
断
の
検
討
を
行
って
い
く
こ
と
は
当
然

　

で
あ
る
が
、
町
民
負
担
を
伴
う
こ
と
な
の
で
、
改

　

め
て
本
町
財
政
を
見
渡
し
た
中
で
、
引
き
続
き

　

慎
重
に
か
つ
丁
寧
に
検
討
す
る
。

⑦
収
集
を
全
て
平
日
に
収
め
る
体
制
作
り
、
紙
お
む
つ

　

な
ど
の
衛
生
ご
み
を
可
燃
ご
み
と
分
け
て
収
集

　

す
る
仕
組
み
作
り
に
つい
て
、
来
年
５
月
開
始
を
目

　

標
に
進
め
て
い
る
。

　
　
　

ご
み
問
題
に
つ
い
て
は
一
向
に
改
善
さ
れ

　
　
　

た
形
跡
は
見
え
ず
、
住
民
の
不
満
は
高

ま
り
続
け
て
い
る
。

問一
般
廃
棄
物
処
理
の
課
題
に
つ
い
て

　

ご
み
に
関
す
る
諸
問
題
の
実
態
と
進
捗
状
況

を
町
長
に
伺
う
。

①
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
進
捗
状
況

②
大
型
ご
み
の
回
収
に
関
す
る
検
討

③
家
庭
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
一
般
ご
み
の
過
去
10

　

年
間
の
収
集
量
の
推
移

　

１
．
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
さ
れ
る
も
の

　

２
．
エ
コ
ガ
レ
ー
ジ
で
収
集
さ
れ
る
も
の

④
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
基
準
と
根
拠
・

　

過
去
10
年
間
の
設
置
数
の
推
移

⑤
処
理
業
務
委
託
料
と
収
集
業
務
委
託
料
の
過
去

　

10
年
間
の
推
移

⑥
ご
み
処
理
手
数
料
・
ご
み
袋
の
料
金
改
定
は
必

　

要
か

⑦
ご
み
収
集
方
法
に
つ
い
て
の
大
幅
な
見
直
し
の

　

検
討

町
長

答①
今
年
10
月
１
日
か
ら
ア
プ
リ
の
稼
働
を
始
め
る
。

②
町
内
会
や
収
集
運
搬
許
可
業
者
の
ご
意
見
を
伺
い

　

な
が
ら
仕
組
み
を
整
え
、
ま
ず
は
本
年
度
内
に一

　
つ
の
町
内
会
で
実
証
事
業
に
取
り
組
む
よ
う
進
め

　

て
い
る
。

③
１
．
平
成
23
年
度
に
は
３
０
７
０
ト
ン
、
平
成
25
年

　

度
が
ピ
ー
ク
で
３
０
７
７
ト
ン
、
以
降
は
概
ね
減

　

少
基
調
で
令
和
２
年
度
で
は
２
７
９
８
ト
ン
。

　

２
．
平
成
23
年
度
に
は
１
４
６
ト
ン
、
そ
の
後
は

　

概
ね
増
加
基
調
が
続
き
、
令
和
元
年
度
が
ピ
ー
ク

　

で
２
０
２
ト
ン
、
令
和
２
年
度
で
は
１
９
６
ト
ン
で

　

あ
る
が
、
来
場
者
は
２
万
８
３
０
３
人
で
過
去
最

　

高
を
記
録
し
て
い
る
。

④
明
確
な
規
定
は
無
い
も
の
の
、
概
ね
10
～
15
戸
に

　

１
基
と
い
う
目
安
で
運
用
し
て
き
て
い
る
。
共
同

　

住
宅
に
つい
て
は
、
ご
み
条
例
施
行
規
則
第
７
条
に

町長
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町長
職員とのコミュニケーション、話す機会を増やして

すごく大事だと思う、折に触れ積極的に頑張る

　
　
　

「
気
持
ち
が
通
い
合
う
職
場
作
り
」
、
昨
年

　
　
　

の
第
１
回
定
例
会
で
も
全
く
同
じ
件
名

の
質
問
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
常
に
意

識
し
つ
つ
、
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

で
も
あ
る
。

　

新
庁
舎
建
設
の
意
義
の
一
つ
に
、
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
も
あ
っ
た
は
ず
。
新
庁
舎

で
の
執
務
も
４
カ
月
、
そ
の
善
し
悪
し
、
評
価
は
。

　

新
庁
舎
への
移
転
に
よ
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
以
前
に
も
増
し
て
大
き
く
向
上
し
た
も
の
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

　

業
務
効
率
の
向
上
、
あ
る
い
は
担
当
者
間
の
連

携
作
業
強
化
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
活
性
化
に
繋

が
って
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
工
夫
し
て
、
改

善
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
変
重
要
だ
ろ
う

と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

作井　繁樹　議員

町
長

問答

問
　
　
　

気
持
ち
が
通
い
合
う
職
場
作
り
、
職
員
間
・

　
　
　

職
員
同
士
も
当
然
な
が
ら
、
町
長
と
職

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
話
す
機
会
を

も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
て
欲
し
い
。
「
町
長
と

課
長
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て

い
る
の
で
は
？
」
と
、
思
う
こ
と
も
多
々
あ
り
、

改
善
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
当
然
、
管
理

職
だ
け
で
は
な
く
、
若
手
職
員
と
も
ぜ
ひ
ぜ
ひ
、

雑
談
で
も
い
い
、
話
す
機
会
を
増
や
し
て
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が
ゆ
え
、
会
議
・
行
事
・

　
　
　

出
張
は
減
り
、
町
長
の
在
庁
時
間
は
圧

倒
的
に
増
え
た
は
ず
。
そ
こ
で
、
仕
事
上
で
の

打
合
せ
と
は
別
に
、
職
員
と
の
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
考
え
る
。

　

町
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る
、「
聴
く
、
伝
え
る
、

対
話
す
る
」
を
い
ま
一
度
反
芻
し
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
何
か
を
始
め
る
べ
き
。

問
　

職
場
の
風
土
作
り
を
い
か
に
し
て
い
く
の
か
と
い

う
の
は
、
私
、
町
長
と
し
て
の
大
変
大
き
な
役
割

町
長

答

だ
と
い
う
ふ
う
に
思
って
い
る
。

　

今
後
も
、
そ
う
し
た
意
味
も
含
め
て
、
対
話
の

場
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
一つ
の
心
掛
け
と

し
て
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

気持ちが通い合う職場作りのため話す機会をもっともっと増やすべき

　

決
し
て
課
長
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
、

そ
の
辺
は
ご
心
配
な
く
。

　

た
だ
、
本
当
に
職
員
と
私
と
の
対
話
、
こ
れ
は

す
ご
く
大
事
だ
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
触
れ

て
、
よ
り
積
極
的
に
、
自
分
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

多
分
、
相
手
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
で
頑
張
ら
せ

て
い
た
だ
く
。

町
長

答
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町長
絵本館のリニューアルの見通し

周辺環境を整理してできるだけ早く移転させたいと考えている

木村　聖子　議員

　
　
　

絵
本
館
は
保
健
福
祉
会
館
に
移
設
す
る
構

　
　
　

想
が
あ
っ
た
が
、
本
の
耐
荷
重
の
問
題

な
ど
で
直
ぐ
に
移
転
す
る
の
は
難
し
い
と
町
長

が
以
前
答
弁
し
て
い
る
が
、
現
在
の
絵
本
館
は

老
朽
化
が
激
し
い
た
め
、
近
い
う
ち
に
別
の
建

物
に
移
転
が
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
絵
本
館
創
立
時
の
理
念
の
高
度
維
持

が
重
要
な
要
素
と
捉
え
て
い
る
。

①
ソ
フ
ト
面

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
絵
本
館
理
念

　

の
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
開
催
さ
れ
て
い

　

る
。
今
後
も
絵
本
館
理
念
を
高
度
に
維
持
し
て

　

い
く
た
め
に
も
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
や

　

運
営
自
体
を
こ
の
よ
う
な
支
援
し
て
い
た
だ
い
て

　

い
る
団
体
等
、
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
で
持
続

　

可
能
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

②
ハ
ー
ド
面

　

例
え
ば
絵
本
館
を
解
体
し
た
跡
地
に
ス
マ
ー
ト

　

モ
デ
ュ
ー
ロ
ハ
ウ
ス
を
設
置
す
れ
ば
夏
場
は

　

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
庭
へ
連
な
る

　

環
境
が
で
き
る
。

　

室
内
で
遊
び
、
外
に
出
て
遊
ぶ
こ
と
も
可
能
に

　

な
る
。
ス
マ
ー
ト
モ
デ
ュ
ー
ロ
ハ
ウ
ス
は
費
用

　

面
圧
縮
や
施
工
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
メ

　

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
移
転
場
所
や
時
期
も
含
め

　

て
町
長
の
希
望
的
観
測
を
伺
う
。

問

町
長

答
①
読
み
聞
か
せ
の
会
や
子
育
て
支
援
団
体
、
子
育
て

　

サ
ー
ク
ル
等
が
当
施
設
を
拠
点
と
し
て
、
さ
ま

　

ざ
ま
な
活
動
の
ほ
か
、
利
用
者
への
接
し
方
や
自

　

由
な
空
間
づ
く
り
、
職
員
の
図
書
に
関
す
る
知
識

　

を
深
め
る
勉
強
な
ど
、
基
本
的
な
運
用
に
対
す

町
長

答
①
現
在
の
登
録
者
数
は
77
件
、
転
居
・
転
出
・
事
業

　

所
の
移
転
・
廃
止
に
よ
り
、
平
成
30
年
よ
り
11

　

件
の
減
。
今
後
は
各
町
内
会
等
に
働
き
か
け
、

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ー
シ
ョン
の
拡
充
に
努
め
る
。

　
　

各
学
校
の
対
応
に
違
い
は
あ
る
が
、
毎
年
の
防

　

犯
教
室
や
児
童
への
注
意
喚
起
時
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス

　

テ
ー
シ
ョン
に
つい
て
指
導
頂
い
て
い
る
。

　
　

今
後
も
一層
の
連
携
を
図
る
た
め
、
校
長
会
・

　

教
頭
会
な
ど
の
会
議
体
を
通
じ
て
、
学
校
と
地

　

域
全
体
に
よ
り
強
く
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
よ

　

う
努
め
る
。

　

る
ア
ド
バ
イ
ス
も
定
期
的
に
頂
く
な
ど
、
あ
り
が

　

た
い
環
境
で
あ
る
。
今
後
の
運
営
に
つい
て
は
、

　

教
育
委
員
会
と
し
っ
か
り
連
携
を
し
て
い
き
た
い
。

②
で
き
る
だ
け
早
く
絵
本
館
を
保
健
福
祉
会
館
な

　

ど
に
移
転
し
た
い
。
一方
で
、
本
の
耐
荷
重
の
問
題

　

や
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
整
理
が
必
要
。

　
　

ま
た
、
倶
知
安
厚
生
病
院
の
保
育
所
の
仮
借

　

用
要
請
な
ど
、一日
で
も
早
く
整
理
で
き
る
よ
う

　

形
に
し
て
い
き
た
い
。
町
の
特
色
で
あ
る
家
庭
教

　

育
支
援
、
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
、
こ
の
絵

　

本
館
の
充
実
を
よ
り
一層
高
め
て
い
く
。

今後の移転場所や時期も含め、町民からの関心も高い

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
通
学
路
整
備

教
育
長

答
②
こ
こ
数
年
は
関
係
機
関
か
ら
積
極
的
な
提
案
に

　

よ
り
充
実
し
て
き
た
と
感
じ
る
。
点
検
後
の
危
険

　

箇
所
等
への
対
応
は
、
道
路
の
修
繕
工
事
や
区
画

　

線
塗
装
工
事
な
ど
予
算
措
置
が
必
要
と
な
る
新

　

た
な
事
業
は
関
係
機
関
等
で
そ
れ
ぞ
れ
対
応
い
た

　

だ
い
て
い
る
。
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
登
下
校
が

　

で
き
る
通
学
路
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

①
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
と
各
学
校
と
の

　

連
携
状
況
は
。
学
校
現
場
に
お
け
る
児
童
生
徒

　

の
危
険
箇
所
の
認
識
、
安
全
行
動
教
育
の
状
況

　

な
ど
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
用
状
況
を
伺
う
。

②
通
学
路
安
全
推
進
会
議
に
お
け
る
点
検
後
の
改

　

善
に
つ
い
て
、
町
は
道
路
や
障
害
物
等
へ
の
対

　

処
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
編
成
及
び
各
所
の
指
示
、

　

要
望
な
ど
計
画
ど
お
り
に
進
行
し
て
い
る
か
。

　
　

ま
た
、
年
２
回
の
点
検
時
以
降
に
発
生
し
た

　

危
険
箇
所
、
状
態
な
ど
の
情
報
共
有
の
方
法
な

　

ど
を
伺
う
。

　
　
　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
は
通
学
路

　
　
　

や
子
ど
も
達
の
活
動
範
囲
に
係
る
た
め
、

通
学
路
及
び
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
体

制
整
備
は
重
要
と
考
え
る
。

問
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■ 資源・ごみ分別アプリの運用開始

　9月22日の委員会において住民環境課より、10月
1日から配信開始の倶知安町資源・ごみ分別アプリに
ついての説明がありました。家庭から出るごみの分
別方法を手軽に検索したり、資源やごみの収集日を
事前にお知らせする機能が付いたスマホ対応のアプ
リです。
　更なるごみの適正な処理を進めるための一助とな
ることを望みます。

１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　　員　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課、福祉医療課及びこども
　未来課の所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　　員　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 法定外目的税導入検討PTの創設について

　本委員会で調査・研究を進めている、新たな財源
としての法定外目的税の創設について、倶知安町役
場庁舎内においても検討プロジェクトチーム(PT)が
設置されたことが報告されました。
　要綱では、総務課・総合政策課・税務課・まちづ
くり新幹線課の担当職員でPTが構成されています。

■ 郊外デマンドバス運行実証事業における
　 夏期運行の結果について

　令和3年8月23日から9月22日の1カ月間、北部地
域など公共交通機関が希薄なエリアを対象に予約制
のオンデマンドバスの試験運行を行いました。
　延べ乗車数は85名で、一日平均4.3名の利用とな
りました。アンケート調査も行われ、冬期試験運行
に向けて利用率の向上を目指しております。
　新聞報道では、コスト面で事業化は難しいと伝え
られたが、経費のみの観点ではなく必要な公共サー
ビスと位置付けて議論していくことが確認されました。

■ 厚生病院第２期整備について

　9月22日の委員会において福祉医療課より、倶知
安厚生病院第2期整備の実施設計の内容、建物概要、
整備スケジュールの説明、更には2月に示された基本
設計積算額33.14億円から実施設計積算額は12％増
となる報告を受けました。

■ 旧みなみ保育所跡地宅地造成について

　一区画およそ100坪として9区画に分け、法定緑地
として雪の堆積場に2区画を充てる造成案が報告され
ました。正式な造成は来年度以降となり、分譲価格は
未定。委員からは若い移住者への安価な価格設定を
求める意見などが出されました。 ■ ひらふ第一駐車場

　 ふるさと納税を活用した再整備について

　総務課では、ひらふ第一駐車場の再整備に掛かる
経費を「楽天クラウドファンディング」で集める試
みを始めました。
　このクラウドファンディングは、ふるさと納税制度
を活用し、賛同者には寄附額の3割分の返礼品を選ん
でいただける仕組みです。
　目標額は1億円で、11月1日現在で約400万円の寄
附が寄せられています。
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経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光商工課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道
　課の所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　　員　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

■ 観光商工課所管事項
① 地元のお店応援クーポン券事業
　昨年度に引き続き実施された本事業については、
今年度は9月末まで1カ月延長したこと、500円の
10枚綴りとなり利便性が向上したことから、利用率
98.1％と昨年度よりも上昇したと担当課より報告を
受けました。

② 感染予防対策備品購入補助事業
　町内に本店を置く事業者が新たに導入した感染予
防対策備品の購入費の一部を助成するもので、実績
は42件と予定の半数となったが、各事業者での対策
がある程度整備されていることが要因と考えられる
と担当課より報告を受けました。

■ まちづくり新幹線課所管事項
倶知安町景観計画・緑の基本計画検討会議
　本計画の検討状況について、主にリゾート地区の
ルールの見直し等の報告を受けました。
　また、委員からは駅周辺に影響が及ばないように
注視すること、景観としての「空き家」に対するルール
を明示して頂きたいとの意見も交わされました。

委員会開催は下記のとおり
　　　　　　　　　　（令和3年8月から令和3年10月まで）

　8月6日、17日、30日、10月18日　(計4回)

　本委員会は月2回を定例開催とし、必要に応じて随時
開催し調査をしています。

■ 建設課所管事項
① 町営住宅を現地調査
　今年の降雪の影響を受け、町営住宅の修繕費用が
掛かっている物件等を担当課の立会いの下に現地調
査を行いました。

② 本年の除排雪業務委託料の補正
　町道路線数の増加に伴い、今シーズンの除排雪業務
委託料の補正（1,392万円）が必要と報告を受けました。

■ 文化福祉センター「温水ボイラー取替工事」
　 の進捗状況について
　10月18日の委員会において社会教育課から、12月
20日までの「温水ボイラー取替工事」の期間を早
め、11月4日から使用再開できる見込みとの報告が
ありました。工事完了に伴い、福祉医療課からデイ
サービスセンターの入浴の再開準備にとりかかって
いるとの報告がありました。
　更に、住民環境課からは11月8日から浴場再開に
ついて、浴場の利用承認を受けている方々に文書に
よりお知らせするとの報告がありました。

■ 陳情審査について

　陳情第8号「『倶知安町に放射性物質等をもちこま
せない条例』の制定を求める陳情」について現在審査
中です。
　10月18日の審査では、原子力発電環境整備機構
(NUMO)を招致し、「高レベル放射性廃棄物の地層処分
の概要」・「倶知安町の適地性」について説明を受け、
続いて北海道環境・エネルギー課を招致し「『北海道
における特定放射性廃棄物に関する条例』の内容」・
「条例整備の経緯・背景」について説明を受けました。

　また、第5回臨時議会（8月20日）にて本委員会へ
付託となった陳情第9号「公衆浴場設備による町民
の健康と『至福の確保』に関する陳情書」について
も、10月13日陳情者からの趣旨説明をいただくと共
に、住民環境課及び福祉医療課より審査のための説
明と資料提供を受け、現在審査を進めています。

堆雪場所や修繕箇所の確認を中心に行いました（令和3年8月6日）
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　議会に関する特別委員会

　本特別委員会では必要に応じてオンライン委
員会も開催し、主に下記の内容について議論を
深めております。

① 議会のICT化並びにオンライン行政視察
② 各種組合議員及び各附属機関推薦委員におけ
　 る議員選出枠の検討
③ 本町の議員定数及び議員報酬額の検討

　なお、令和3年10月20日には本特別委員会で
の活動状況について委員外の議員へ報告を行い、
議員からは議会の運営に関し協議または調整を
行うための場である「全員協議会」の設置の検
討という意見も出されました。本特別委員会と
しては引き続き議論を進めていきます。

特別委員会報告

　自衛隊駐屯地特別委員会

　本特別委員会の主な活動としては、令和3年10
月12日に北海道防衛局より令和3年版防衛白書の
説明を受けました。
　また、令和3年10月14日に倶知安駐屯地の拡充
を求める道内要望として、陸上自衛隊北部方面総
監部へ要望活動を行いました。
　道外での要望として、令和3年11月19日に防衛
省(東京都)への要望を行いました。

　なお、新型コロナウイルス感染者数が減少し
ている中ではありますが、感染予防に留意し今
後も倶知安駐屯地の拡充に向けて活動を進めて
いきます。

石倉防衛局長へ表敬の様子 沖邑北部方面総監へ要望書を手交させて頂きました

北海道防衛局より令和3年版防衛白書の説明を受けました
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本町で開業を希望する永井医師と懇談会を行いました

　令和3年9月28日に永井美江医師が来庁され、医療
懇談会を行いました。「これまで全道の産婦人科医が
居ない町を回ってきました。地域医療にどうしても携
わりたかった。」と本町での開業のお気持ちを伝えて
下さいました。
　本町議会としても是非本町での開業を歓迎したいと
の想いを伝えさせて頂きました。

全道の産婦人科医が居ない町を往診し、地域医療に携わりたい熱意を伝えて下さいました。

議 ら長 室 か
こ ん に ち は

倶知安町議会　議長　盛多　勝美

　先日、ニセコひらふ地区の治安維持のため、交番の設置を
北海道警察本部へ要望してきました。昨シーズンはコロナ禍
の影響で激減しましたが、今シーズンは観光客来訪の増加が
予想されております。
　先般、倶知安町で産婦人科医院の開業を検討されている永
井医師が横浜からお越しになり、本町議会議員と懇談をして
開業に対する想いを伝えて頂きました。経験豊富な優秀な医
師です。是非、倶知安町で開業をしていただくことを歓迎し
たいと思います。
　倶知安町の皆さん、10月17日には本町で初雪を観測し、
一段と寒さが厳しくなる季節となりましたのでお身体に気を
付けてお過ごし下さい。

　永井 美江  医師

■ 日本産科婦人科学会専門医
■ 日本女性医学学会認定 女性ヘルスケア専門医 ほか

女性医療クリニックLUNA横浜元町 婦人科勤務
札幌商工診療所 婦人科巡回検診担当
北海道対がん協会 婦人科巡回検診担当

日本産科婦人科学会／日本女性医学学会／
日本麻酔科学会／北海道産婦人科医会 所属

 ながい 　 よしえ
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議会は倶知安町役場庁舎3階の階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

第4 回定例会は 1 2 月 6日（月）から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

委 員 / 作井 繁樹

 

　倶知安消費者協会は創立53年になります。
　戦後20年を越えると日本経済は好景気時代に入
り、「消費は美徳」「所得倍増」などと言われ、
その反面「粗悪な品の氾濫」、「金融商品や株で
儲かります。」
　ここで登場したのが「消費者・消費者運動」で
した。時代の流れに敏感な当時の町商工労働課長
が、女性団体や労働団体に呼び掛け、昭和44年7月
21日、道内21番目の「倶知安消費者協会」が200名
余の会員により誕生しました。
　初代会長は津端フジ子様が快く引き受けられ、
女性の会・主婦会・農協女性部・町内会などから
そうそうたる顔ぶれが理事を務められました。経
験のないことで、はじめの2～3年は手探り状態で
した。旧公民館図書室の一隅に机1つと椅子2つを
もらい「生活相談室」としました。「やかんの口
が取れた」、「ちり紙の束が薄い」などの苦情が
あがり、ちり紙を試買して枚数を数えたりもしま
した。
　やがて、第一次石油ショック時代に入り「物価
値上げ反対！！」、「粗悪品は買わない！！」、
「計量は正確に！！」、「灯油・プロパン・生活
必需品の共同購入」、「地産地消」、「食品添加
物リジンは学校給食に使わないで」、「製造年月
日を」、「大型耐久消費財の契約の法律」、「金
融証券」など、数多くの苦情相談が寄せられ、相
談員の養成が急務となりました。

倶知安消費生活相談室
月曜・水曜・金曜日　午前10時から午後3時

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

　一人でも多くの方の目に留まるように、読んでいただけるように、町政に関心を抱いていただけるよ
うに・・・毎号、細やかながら進化しているつもりではありますが（苦笑）、いかがでしょうか？
　新たな庁舎となったこと、併せて音響機器の性能も向上したことから、インターネット中継を観てい
ただく方、傍聴をしに足を運んで下さる方も増えてきている？、そんな気がしております。
「議員のレベルが低い」と叱られないよう、日々の研鑽に努めてまいります。その上で、議会をより身
近に感じて頂けるように、しっかりと編集作業に当たってまいります♪

size:w210×h297mm

冊子 /G20110637_0

　また、政府や業界への要望・陳情に追われました。
　身近で取り組めたのがリサイクル市、牛乳や米の消費拡
大料理講習会、生産者と手を結ぶ産地直売、試買調査など、
道内消費者協会や全国の関係団体とも活動を交流し、運動
を展開しました。
　これからの私たちは、地域の問題を大切にしながら、地
球温暖化をくい止めるために何ができるか、持続可能なエ
ネルギーの求め方、安全・安心な暮らしを子や孫にどう継
承するか、悪質商法を許さず、毎日の生活では資源を大切
にし、ごみの分別と減量をはかるなど、消費者としての自
覚を大切に、行政・業界・諸団体の皆さまと連携し、町民
皆さまの意見や疑問にも応えていく努力をさらに高めてい
くことを心に誓っています。

　　　　　　　　　【文責：荒野洋子（参与・相談員）】

倶知安消費者協会

「消費生活展」（11月3日 文化福祉センターにて）

☎ 0136-23-1522
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